
ラット膝関節拘縮モデルによる関節拘縮の病態解明
と治療に関する研究

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2021-03-01

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Matuzaki, Taro

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00061254URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

Published: 2006-03-31   Modified: 2016-04-21  

Report (2 results)

2007 Annual Research Report

2006 Annual Research Report

Research Products (2 results)

All  2007

All  Presentation

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-18800016/

ラット膝関節拘縮モデルによる関節拘縮の病態解明と治療に関する研究 Research Project

Project/Area Number 18800016

Research Category Grant-in-Aid for Young Scientists (Start-up)

Allocation Type Single-year Grants

Research Field Rehabilitation science/Welfare engineering

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 松崎 太郎   Kanazawa University, 医学系研究科, 助教 (10401910)

Project Period (FY) 2006 – 2007

Project Status Completed (Fiscal Year 2007)

Budget Amount *help ¥2,720,000 (Direct Cost: ¥2,720,000)
Fiscal Year 2007: ¥1,340,000 (Direct Cost: ¥1,340,000) 
Fiscal Year 2006: ¥1,380,000 (Direct Cost: ¥1,380,000)

Keywords ラット / 関節拘縮モデル / 関節軟⾻ / 関節脂肪体 / 関節拘縮

Research Abstract ラットを使⽤して関節拘縮モデルを作成し,その関節構成体を病理組織学的に観察する事を⽬的に実験を開始した。関節の固定期間は2週間,4週間とし,2週固定で
は期間終了後に同期間制約を加えず飼育(以下,再可動群)し,関節構成体の変化を観察した。関節の固定により対照群に対して約30度の伸展制限を⽣じたが,再可
動群では対照群と同様まで回復していた。関節構成体の病理組織学的所⾒では,⼤腿⾻・脛⾻の軟⾻表層に線維芽細胞からなる滑膜に類似した膜様の組織が増⽣
している像が観察され,表⾯に増⽣した膜様組織が半⽉板周囲から増⽣した⾁芽様組織と癒着している像が観察された。膜様組織が増⽣している部分の関節軟⾻
では,酸性ムコ多糖体染⾊の染⾊性低下が認められ,関節の不動化による関節軟⾻の多糖類産⽣能⼒の低下が⽰唆された。この変化は,再可動群においても改善は
⾒られなかった。 
また,関節構成体として膝蓋靱帯下部の脂肪細胞に着⽬し,細胞の⾯積を計測した。対照群,固定群,再可動群の順で脂肪細胞の⾯積には有意な減少を⽰した。脂肪
組織を観察したところ,固定群,再可動群では脂肪細胞の萎縮と共に,周囲に線維性組織の増⽣が観察され,脂肪細胞の柔軟性の変化が⽰唆された。関節構成体に対
する実験と平⾏して,不動化に伴う関節拘縮が神経・筋に及ぼす影響を検索する⽬的で,⼤腿後部を⾛⾏する坐⾻神経を観察したところ,固定群では対照群と⽐較
して神経周膜・神経外膜を構成する線維の狭⼩化及び密⽣化が観察され,神経外膜の脂肪細胞が萎縮し,線維芽細胞が増殖していることが観察された。これらの所
⾒は,神経の滑⾛性の変化を⽰唆している。また,加齢ラットにて坐⾻神経周囲の同様の部分を観察したところ,関節の固定を⾏っていないにも関わらず若年の固
定群に近い変化が観察された。この事から,関節固定によって⽣じる変化と加齢によって⽣じる変化には,共通する機序がある可能性が⽰された。
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